
金
滞
古
蹟
志
巻
十
九

町
と
稽
す
べ
き
由
た
し
。
後
世
飴
を
ぽ
俗
に
地
黄
煎
飴
と
呼
び
な
す

ゆ
ゑ
に
、
右
の
如
く
い
へ
る
た
る
ぺ
し
。
飴
と
地
貨
煎
と
は
共
の
品

異
た
り
。

内
政
事
〉

O
地
資
煎
之
事
故

柏
崎
尾
況
に
云
ふ
。
地
貸
煎
町
の
越
は
、
む
か
し
は
六
斗
林
と
て
、
茂

れ
る
木
林
た
る
不
毛
の
地
な
る
を
、
悉
く
伐
り
開
き
田
畑
と
た
し
‘

或
は
村
家
を
建

τし
が
、
共
の
初
め
此
の
地
区
て
地
質
の
製
薬
を
た

さ
し
む
。
依
り
て
古
地
質
煎
町
と
呼
び
、
今
に
至
り
地
黄
煎
町
の
名

あ
り
。
と
い
へ
り
。
平
次
按
4
y
る
に
、
右
組
尾
記
に
職
せ
た
る
僻
訟
は

質
事
た
る
ぺ
し
。
地
費
は
、
和
名
抄
草
類
に
、
本
草
云
地
賞
一
名
地。E

6
V

髄
。
と
見
h
、
延
暮
典
築
寮
式
に
、
加
賀
闘
地
資
四
斤
十
一
雨
。
碁
額

一
斗
一
宮
々
。
附
品
質
調
使
-
迭
寮
。
た
E
見
b
た
れ
ば
、
上
代
よ
り
嘗

聞
は
地
貨
を
園
産
の
一
品
と
な
し
、
典
襲
寮
へ
貫
ぎ
た
る
事
知
ら
れ

た
り
。
さ
て
地
黄
煎
と
い
ふ
と
と
は
.
三
代
質
銭
巻
四
に
、
内
灘
正

大
紳
虎
主
の
卒
停
中
に
嘗
出
v
自
-
禁
中
↓
向
T

作
品
地
質
煎
-
之
魔
晶
云
々
。

と
見
b
、
由
仲
記
に
、
長
暦
三
年
十
月
廿
日
丁
丑
。
地
質
煎
使
帯
。
以
a

出
納
資
任
-
遁
a
a
A
頭
#
許
吋
友
ど
見
b
た
り
。
地
費
煎
と
い
へ
る
も
の

は
、
地
貨
を
煎
じ
詰
め
た
る
襲
水
に
て
、
昔
は
今
夏
季
に
枇
杷
策
湯
を

千
秋
彦
兵
衛
殿

右
之
遁
に
侠
傑
‘
街
々
百
姓
地
之
分
、
第
v
費
不
v
申
様
‘
念
度
可
昌
申

付
-
候
。
以
上
。

千

秋

彦

兵

衛

右
は
寛
文
二
年
也
。

御
郡
中
改
作
被
昌
仰
付
-
候
。
以
後
酒
・
地
質
煎
共
外
菓
子
等
、
策
耀
之

物
ふ
り
賀
・
見
せ
費
仕
儀
、
御
郡
中
御
停
止
之
島
に
、
頃
狼
に
入
込
商

費
仕
由
候
僚
、
向
後
左
様
之
物
候
は
ど
、
う
り
物
抑
取
可
v
申
候
。
勿

論
所
之
も
の
、
見
せ
貨
に
も
不
v
仕
様
に
、
念
度
御
支
配
之
御
郡
中
b

御
申
縄
、
十
村
方
よ
り
締
り
寄
付
御
取
置
可
v
有
候
。
以
上
。

六

月

八

日

御

算

用

場

千
秋
彦
兵
衛
殿

林
十
左
衛
門
殿

去
八
日
相
鍋
・
候
遇
、
御
郡
在
々
に
而
は
、
振
賀
・
見
せ
質
共
に
酒
・
地

質
煎
共
外
菓
子
等
、
祭
輝
之
買
物
御
停
止
に
候
。
宿
方
並
往
還
筋
之

分
は
.
溺
・
地
費
煎
・
干
菓
子
之
外
は
、
見
せ
費
仕
儀
不
v
苦
候
僚
、
共

段
御
支
配
中
h
御
申
飼
可
v
有
候
。
以
上
。

六

月

廿

四

日

御

算

用

場

金
揮
官
蹟
志
巻
十
丸

...a... r、

質
り
あ
る
く
如
く
、
郡
地
の
村
落
ま
で
も
地
賀
煎
を
持
ち
出
し
商
ひ

た
り
け
ん
。
地
質
煎
町
の
地
は
、
卸
ち
地
質
煎
を
此
の
地
に
て
製
治

せ
し
ゅ
ゑ
、
地
名
に
呼
ぴ
初
め
た
る
も
の
た
り
と
い
へ
り
。
按
4
y
る

に
、
地
貨
煎
と
い
ふ
も
の
を
郡
地
の
諸
村
落
訟
ど
へ
賓
り
あ
る
き
た

る
を
停
止
せ
ら
れ
し
事
、
改
作
所
奮
紀
に
彼
是
そ
の
遺
書
を
載
せ
た

り
。
共
の
文
如
v
左。

圃-i

地
黄
煎
・
た
ば
と
刻
御
停
止
に
被
=
仰
付
-
候
問
、
御
郡
中
可
秘
的
昌
申
・
鰯
-

候
。
勿
論
小
物
成
裁
許
十
村
中
へ
、
右
雨
頭
之
役
銀
取
立
、
第
E

指
除
-

候
様
に
可
ν
被
昌
申
渡
-
候
。
以
上
。

算

御

用

場

正
月
四
日

武
部
四
郎
兵
衛
殿

千
秋
彦
兵
衛
殿

右
は
寛
文
元
年
也
。

役
儀
御
赦
被
v
成
、
地
黄
煎
寅
御
停
止
被
a
仰
出
-
候
一
鹿
広
、
頃
あ
め
と

左
づ
け
、
花
々
へ
も
4

八
込
寅
申
由
民
候
。
共
上
酒
の
振
寅
も
仕
由
に

候
。
近
日
足
駿
廻
し
篤
v
捕
可
v
申
候
問
、
宿
h
k

並
町
は
づ
れ
百
姓
地
に

有
v
之
者
共
h
.
可
v
有
且
御
申
付
-
候
。
以
上
。

五
月
六
日

算

御

用

場

千
秋
彦
兵
衛
殿

林
十
左
衛
門
殿

右
御
算
用
場
重
而
御
鍋
之
趣
‘
委
細
得
田
英
意
-
候
様
に
申
波
、
寄
付
取

置
、
面
々
一
御
請
可
v
上
v
之
候
。
以
上
。

千

秋

彦

兵

衛

林

十

左

衛

門

能
美
・
石
川
・
加
賀
郡
十
村
中

松
任
肝
煎
中

右
は
延
貸
元
年
也
α

先
建
而
申
入
候
得
共
、
頃
御
郡
宿
々
在
々
、
酒
・
地
質
煎
或
と
ま
物
或

着
類
等
、
商
人
共
致
=
持
参
-
大
分
商
賓
仕
、
且
又
百
姓
共
之
内
に
も
、

跡
々
無
v
之
商
費
仕
者
有
ν
之
様
に
相
聞
候
。
此
儀
先
年
改
作
被
昌
仰
付
-

候
よ
り
‘
百
姓
祭
輝
之
買
物
仕
候
儀
御
停
止
に
候
得
共
、
近
年
作
毛

宜
侯
之
故
、
密
h
k

相
背
申
者
有
v
之
由
民
候
閥
、
村
肝
煎
書
付
は
十
村

方
h
取
置
、
十
村
御
請
は
各
方
h
取
置
可
ν
被
ν
申
候
。
共
上
横
目
を
切

々
出
可
v
申
候
。
共
通
御
申
渡
可
ν
有
v
之
候
。
以
上
。

四

月

十

日

御

算

用

場

林

十
左
衛
門
殿

.且.
~、




